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小笠原産アオウミガメの保全を目的とした伊豆諸島
における調査研究の協力体制の構築と、調査および
情報収集による繁殖地以外での同種の脅威状況把握

 関東、伊豆諸島活動地域

各島への訪問回数 14 回 

LTポスター掲示数 80 枚

今年度計画の達成度 90 ％

全体計画の達成度 50 ％
活動内容と成果
伊豆諸島における継続した調査研究の協力体制の構
築と、アオウミガメの脅威状況を把握するため、各地
の島民や漁業関係者を中心としたステークホルダー
との関係構築を一番の目標に掲げ、今年度の活動を
行った。結果、全島を訪問し各地のステークホルダー
と対話を行うことで弊団体を知ってもらい、また、本
活動への理解を得ることができた。御蔵島や三宅島
ではウミガメに関する講義を行ったり、村内誌に寄
稿したりする等、島民へ情報の還元を行うことがで
きた。

課　題
伊豆諸島にはウミガメが多く生息するが、その調査
研究はほとんど行われていない。特に遺伝的調査や
健康状態の解明は個体数動態を把握する上で必須で
ある。

目　標
伊豆諸島に生息するウミガメの遺伝的な由来及び健
康状態を把握する。

〒221-0822
神奈川県横浜市神奈川区西神奈
川3-17-8 アクティパートⅡ4階
電話：045-432-2358
E-mail：info@elna.or.jp
HP：https://www.elna.or.jp

三宅島でのウミガメ講演の様子三宅島でのウミガメ講演の様子

調査のため船上にて調査のため船上にて

多くのスタッフがこのプロジェクトに関与することで、ステークホルダーとの関係
をより強固及び継続的にしたい。また、ステークホルダーとの対話を通して弊団体
の各地域での存在意義を新たに見出していきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
外部ステークホルダーが多いため、
各所に合わせた対応やスケジュール
の組み方。

■工夫した点
団体内の他の業務が滞ることがない
ように、スタッフの出張予定のスケ
ジューリング等を内部で細々と確認
しながら行った。

調査研究

ひろげる助成

1年目


